
熊本大学医学部保健学科における保健師志望学生の保健師採用試験および最終進路の実態

熊本大学医学部保健学科における保健師志望学生の

保健師採用試験および最終進路の実態

松本千晴'１、上田公代'１，西阪和子１１、東清巳')、永田千鶴'１，日浦瑞枝!)、松本佳代'）

TheCurrentStateofEntranceExaminationsandEmploymentforPublicHealth
NursesintheSchoolofHealthSciences,ＫｕｍａｍｏｔｏUniversity

ChiharuMatsumotol)，ＫｉｍｉｙｏＵｅｄａ１１，KazukoNishisaka1），KiyomiHigashi11，
ChizuruNagatal)，MizueHiuralI，KayoMatsumoto1）

Abstract：

ＴｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｉｄｅｎｔｉｆｙｔhecurrentstateofapplicationsforthePublicHealth

Nurse（ＰＨＮ）courseinSchoolofHealthSciences，ＫｕｍａｍｏｔｏUniversity，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｔｕ‐

dentstakingemploymentexaminationsandthefinalemploymentstatusofitsgraduates・We

willalsoconsideranddiscusswaysofsupportingstudents、

The316studentswhograduatedbetween2007to2010，ｗｅｒｅａｓｋｅｄｔｏｆillinaquestionnaire

aftertheyhadreceivedanofficialjoboffer､Severalquestionswereasked,includingtheirpre‐

ferredoccupationwhentheyentereduniversity；theirfinalchosenoccupationandthereasons

theychoseit；ｗｈｅｔｈｅｒｔｈｅｙｔｏｏｋｔｈｅＰＨＮｅｘａｍｏｒｎｏｔ；ａｎｄｉｆｔｈｅｙｈａｖｅａｄｅｓｉｒｅｔｏｂｅｃｏｍｅ

ａＰＨＮｉｎｔｈｅｆｕｔｕｒｅ、

ThenumberofstudentswhodesiredtｏｂｅｃｏｍｅａＰＨＮａｔｔｈｅｔｉｍｅｔｈｅｙｅｎｔｅｒｅdschoolwas

75,whichcomprises27％ofthetotalnumberofstudents・Amongthe75applicants,３８(50.7%）

tooktheemploymentexamination，and20applicants（52.6%）ｇｏｔａｊｏｂ、Usuallystudents

neededtositfortheexaminationsseveraltimes、

HalfofthestudentschangedtheircareerfromaPHNtootheroccupations・Ｔｈｅｒｅａｓｏｎｓｆｏｒ

ｔｈｅａｍｏｎｇｔｈｏｓｅｗｈｏｃhangedtheiroccupationfromaPHNtonurseormidwifewere，a

changeintheirdesiredcareerthroughthelearningprocess，desiringanimprovedcareerasa

nurse，andthedifficultyoftheemploymentexamination

Additionally，４０％ｏｆｔｈｅｔｏｔａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｓｔｕｄｅｎｔｓｓａｉｄtheymightconsideredbecomingaPHN

afterafewyearsofworking・

TohelpsupportPHNapplicants，ｉｔｉｓｎｅｃｅｓｓａｒｙｔｏｉｎｆｏｒｍｔｈｅｍｏｆｔｈｅｂｌｅａｋｅｍｐloyment

situationofPHNintheearlｙｓｔａｇｅｏｆｔｈｅｉｒｓｔｕｄｉｅｓｉｎｏｒｄｅｒｔｏｐreparethemfortheexami‐

nation，andtocontinuouslyprovidesupportforstudentsduringtheperiodwheｎｔｈｅｙａｒｅｔａｋ‐

ingemploymentexaminations．
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I．はじめに

1997年（平成９年）度のカリキュラム改正を受

け、看護系大学においては、４年間で看護師と保

健師の教育を卒業要件とする統合カリキュラムが

一般的になった。本学科は、2004年（平成16年）

に看護学専攻、放射線技術科学専攻、検査技術科

学専攻の三専攻で設置され、看護学専攻では、全

学生が君護師と保健師の教育を受け、加えて十数

名が、助産師または高等学校看謹科・専攻科教諭

を選択制で受講できるカリキュラムとなっている。

現在４期生までが卒業している。

この統合カリキュラムにより、現在、保健師教

育の９割以上が看護系大学で実施され、2010年

(平成22年）度における卒業生は12,219名である。

しかし、そのうち保健師として就業した者は692

名で、卒業生の5.7％である''・

全国における学生の保健師としての就職状況を

みると、保健師としての就職を学生が志望してい

ても、都市部では多数の募集があるが、地方では

募集が少ない2)、採用における年齢制限31、市町

村合併や行政組織の見直し、財源問題による職員

定数の削減小などにより、採用枠は少なく、就職

を断念している者も存在していると考えられる。

わが国の就業保健師数は、43,446人（平成20年

末現在）であり、平成１８年に比べ8.1％増加して

いる５１。保健師の活動の場は拡大し、地域住民の

抱える問題やニーズは多様化、複雑化している。

このような現状に対応できる保健師を養成するた

めに、統合カリキュラムの見直しが行われた。

2011年（平成23年）度からは、２８単位（内、実習

５単位）となり、保健師教育が卒業要件から外れ、

選択制や看護基礎教育の上乗せ（専攻科、大学院

教育）で実施できるようになった。本学科は、

2012年（平成24年）度入学生より、保健師教育を

選択制とすることが決定している。

今後は、保健師教育を選択し、保健師を志望す

る学生達に対して、いかに教育の質や就労支援を

保障するかが、重要な課題になると考える。

本学科は、１期生より看護学専攻の学生に対し

て就職支援を行っている。その中で、保健師の採

用試験においては、看護師や助産師と実施時期や

合格状況が異なるため、地域看護学領域でも、独

自の就職支援を行っている。また、就職支援の評

価をするために、毎年、４年次生を対象とした進

路および保健師採用試験受験に関する実態調査を

実施している。

そこで、本研究においては、本学科看護学専攻

１期生から４期生までの調査結果から、保健師志

望の有無や保健師採用試験受験の実態、最終的に

就職した職種を把握し、保健師志望学生の就職に

おける意志決定のプロセスおよび今後の教育と就

職支援のあり方を検討することを目的とする。

Ⅱ、研究目的

本学科看護学専攻学生の保健師志望の有無や保

健師採用試験受験の実態、最終的に就職した職種

を把握し、保健師志望学生の就職における意思決

定のプロセスを捉え、今後の教育および就職支援

のあり方を検討する。

Ⅲ、研究方法

１．対象者

本学科看護学専攻の4年次生、１期生（平成１９

年度卒業）７４名、２期生（平成20年度卒業）７８名、

３期生（平成21年度卒業）８４名、４期生（平成２２

年度卒業）８０名、合計316名である。

２．調査方法

留め置き法による無記名自記式質問紙調査を行っ

た。

３．調査時期

平成１９年度、平成20年度、平成21年度、平成２２

年度において、大半の学生の進路が決定している

12月下旬から２月上旬に、講義終了後など学生が
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一堂に会している場を用いて、実施した。

４．倫理的配慮

教員が、調査目的、参加は学生の自由意思であ

ること、参加拒否による不利益は被らないこと、

公表する場合、個人が特定されることはないこと、

可能な範囲の回答でよいことを口頭で説明し、質

問紙の回答をもって調査の同意に代えられた。

５．調査内容

調査項目は、以下の７項目である。回答は選択

と自由記述であり、約５分で回答可能である。

１）入学時に志望していた職種

２）最終的に就職先として選んだ職種

３）（入学時と最終的な職種が変更した場合のみ）

その理由

４）保健師採用試験受験の有無

５）（保健師採用試験受験有りの者のみ）受験自

治体・施設数

６）（保健師採用試験受験有りの者のみ）受験自

治体・施設ごとの合格の有無

７）（４期生のみ）将来的な保健師としての就職

可能性の有無

６．分析方法

得られた回答は、まず項目別に単純集計を行い、

自由記載の内容については意味の類似性に沿って

分類した。次に、調査項目ｌ）の入学時の志望職

種をもとに、「保健師志望｣、「看護師・助産師志

望｣、「その他志望」に分けた。結果、「その他志

望」の学生は少なかったため、「看護師・助産師

志望」と統合し、「保健師志望群」と「看護師・

助産師・その他志望群」の２群で調査項目２）～

６）それぞれにおけるクロス集計を行った。ただ

し、保健師志望群には、複数の職種を志望してい

る場合も含めた。

Ⅳ、結果

１．有効回答数

有効回答数は、表１に示すように27 9名

(88.3％）であった。各期生の有効回答数とその

期生内の割合は、１期生62名（83.8％)、２期生６７

名（85.9％)、３期生75名（89.3％)、４期生75名

(95.8％）であった。

表１回答者の卒業年度

期生(卒業年度） 有効回答数(％）

1期生(平成19年度） 62(83.8）

2期生(平成20年度） 67(85.9）

3期生(平成21年度） 75(89.3）

4期生(平成22年度） 75(95.8）

計 279(88.3）

２．入学時に志望していた職種

入学時に志望していた職種を図ｌに示す。入学

時に志望していた職種は、若護師130名（46.6％)、

保健師60名（21.5％)、助産師44名（15.8％)、そ

の他13名（4.7％)、進学９名（3.2％）であり、

複数の職種を志望している者は、保健師か看護師

８名（2.9％)、保健師か助産師６名（2.2％)、看

護師か助産師４名（1.4％)、看護師か進学２名

(0.7％)、保健師か看護師か助産師２名（0.7％）

であった。複数選択を含めた「保健師志望」は７６

名（27.3％)、「看護師・助産師志望」は181名

(64.9％）進学や養護教諭などを志望していた

｢その他志望」は22名（7.9％）であった。クロス

集計の群は、「保健師志望群」（76名）とそれ以外

の「看護師・助産師・その他志望群」（203名）で

行った。

３．最終的に就職先として選んだ職種

最終的に就職先として選んだ職種を図２に示す。

最終的に就職先として選んだ職種は、保健師29名

(10.4％)、看護師・助産師230名（82.4％）で、

その内訳は、看護師181名（64.9％)、助産師43名
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(15.4％)、看護師か助産師６名（2.2％）であり、

その他20名（7.2％）の内訳は、進学11名（3.9％)、

その他９名（3.2％）であった。

保健師志望群（76名）が、最終的に就職先とし

て選んだ職種を見ると、保健師21名（27.6％)、看

その他志望
２

図１入学時に志望していた職種

護師・助産師52名（68.4％)、その他３名（3.9％）

であり、５５名（72.4％）は保健師ではない職種を

選んでいた。一方、看護師・助産師・その他志望

群（203名）に、最終的な就職先として保健師を

選んだ学生が８名（3.9％）いた。

その他

図２最終的に就職先として選んだ職種

表２保健師志望群が最終的に他の職種を選んだ理由

項目 人数 (％）

看護師の経験をしてから保健師になろうと思った 1６ 28.1％

実習などをとおして看護師・助産師に魅力を感じた 1５ 26.3％

採用試験が不合格だった ９ 15.8％

就職(採用試験)の難しさを知った ９ 15.8％

看護師として臨床経験を潤みたいと思った ２ 3.5％

看護師の方が自分に向いていると思った ２ 3.5％

実習などをとおして保健師に魅力を感じなかった ２ 3.5％

その他

計

４．入学時に志望していた職種と最終的に就職先

として選んだ職種が変更した理由

表２に示すように、保健師志望群のうち最終的

な就職先として他の職種を選んだ者（55名）の理

由(複数回答)は、多い順に「看護師の経験をして

から保健師になろうと思った｣、「実習などをとお

して看護師・助産師に魅力を感じた｣、「採用試験

２ 3.5％

5７ 100.0％

(複数回答）

が不合格だった｣、「就職（採用試験）の難しさを

知った｣、「看護師として臨床経験を積みたいと思っ

た（将来、保健師になるかは不明)｣、「看護師の

方が自分に向いていると思った｣、「実習などをと

おして保健師に魅力を感じなかった」があげられ

た。

一方、看護師・助産師・その他志望群のうち最
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に示すように、ｌか所27名（52.9％)、２か所１０名

(19.6％)、３か所７名（13.7％)、４か所５名（9.8

％)、６か所１名（2.0％)、７か所１名（2.0％）で

あり、平均受験自治体・施設数は、1.98か所であっ

た。

保健師志望群のうち受験した者38名の受験自治

体・施設数は、lか所19名（50％)、２か所７名

(18.4％)、３か所５名（13.2％)、４か所５名（13.2

％)、６か所と７か所各１名（2.6％）であり平均

受験自治体・施設数は、2.13か所であった。一方、

看護師・助産師・その他志望群のうち受験した者

13名の受験自治体・施設数は、ｌか所８名（62.5

％)、２か所３名（23.1％)、３か所２名（15.4％）

であり、４か所以上を受験する者はいなかった。

平均受験自治体・施設数は、1.53か所であった。

保健師志望群の方が看護師・助産師・その他群よ

終的な就職先として保健師を選んだ者（８名）の

理由は、「実習などをとおして保健師に魅力を感

じた｣、「保健師の方が自分に向いていると思った」

があげられた（表には示していない)。

５．保健師採用試験受験（自治体、民間両方を含

む）

ｌ）保健師採用試験受験の有無

保健師採用試験を受験した者は、無回答を除外

した273名中51名（18.7％）であった。内訳は、

保健師志望群75名のうち38名（50.7％)、助産師・

看護師志望・その他群198名のうち13名（6.6％）

であった。

2）１人あたりの保健師採用試験の受験自治体・

施設数

受験者全員51名の受験自治体・施設数は、図３ り、多くの受験自治体・施設を受験していた。

全体(Ｎ二51）

熊本大学医学部保健学科における保健師志望学生の保健師採用試験および踊終進路の実態

保健師志望群のうち受験した者

（Ｎ=38）

看謹師・助産師・その他志望群のうち

受験した者(Ｎ=13）

0％ ２ ０ ％４０％６０％８０％ 1 0 0 ％

図３１人あたりの保健師採用試験の受験自治体・施設数
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３）保健師採用試験受験率および合格率

入学時志望職種別に保健師採用試験の受験率お

よび合格率を図４に示した。保健師志望群75名

(無回答者１名を除く）のうち、受験者は38名

(受験率50.7％）であり、そのうち20名が合格し

ていた（合格率52.6％)。

一方、看護師・助産師・その他志望群198名（無

回答者５名を除く）のうち、受験者は13名（受験

率6.6％）であり、そのうち８名が合格していた

(合格率61.5％)。看護師・助産師・その他志望群

の方が保健師志望群より、合格率が高い傾向がみ

られた。

４）受験自治体・施設数別合格率

受験者全員51名の受験自治体・施設数別合格率

を見ると（図５）、ｌか所のみ受験者では合格率

は50％も満たない。２～４か所受験者では合格率

受験者数および受験率

保健師志望群

７５名

３８/75名 50.7％

60％～70％、６～７か所受験者では合格率100％

であり、受験自治体・施設数が増えるにつれて合

格率は上っていた。入学時志望職種別に見ると

(表３)、２か所以降において、看護師・助産師・

その他志望群の方が保健師志望群より合格率が高

い傾向にあった。

６．保健師として将来就職する可能性の有無

（４期生のみ）

４期生（75名）のみに対して、最終的に就職先

として保健師を選択しなかった者63名（無回答者

３名を除く）に、保健師として将来就職する可能

性を調査した（図６)。その結果、可能性が「あ

る」５名（7.9％)、「どちらともいえない」２１名

(33.3％)、「ない」３７名（58.7％）であった◎約

４割は、将来保健師として就職する可能性を考え

ていた・

看譲師･助産師･その他

志望群

198名

１３/198名 6.6％

保健師採用試験受験

５１名(18.7％）

合格者数および合格率 ２０/38名 52.6％ ８１３名 61.5％

図４志望職種別受験率および合格率
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図５受験自治体・施設数別合格率（全体）

表３受験自治体・施設数別合格率（入学時志望職種別）

１か所

2か所

3か所

回合格率

口不合格率４か所

6か所

７か所

0％２０％４０％６０％８０％ 1 0 0 ％

熊本大学医学部保健学科における保健師志望学生の保健師採用試験および般終進路の実態
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Ｖ・考察

我々は、入学時に保健師を志望していた学生が、

最終的に就職先となる職種を決めるまでの意思決定

プロセスを、入学時から受験前までの【学習期】、

受験決断から受験終了までの【受験期】、卒業後

に保健師の就職を考える【卒後期】に分けて考察

する。また、学生の意思決定プロセスを踏まえて、

今後の保健師教育および就職支援のあり方を検討

する。

１．保健師志望学生の就職における意思決定プロ

セス

１）入学時から受験前までの【学習期】

入学時保健師を志望していた学生の約３割に、

｢学習過程による志望職種の変化」が生じていた。

主に実習をとおして、「看護師・助産師に魅力を

感じた｣、「看護師の方が自分に向いていると思っ

た」という理由で進路を変更している。倉林の調

査によると、保健師を志望する学生の半数は看護

師との待遇比較によるものや無目的動機で保健師

を志望しており、保健師を志望していても、保健

師活動や地域看護の現状についての認知度は低かっ

たと報告している61.以上のことについては、本

学の学生においても該当している可能性があり、

学習過程で職種の違いを理解し、その職種に魅力

を感じたり、自分との適合性を考えて、保健師か

ら他の看護職へ進路を変更していると考えられる。

また、実習で保健師活動の実際を見て、「看護職

としてのキャリアアップ」の必要性を感じ、まず

は看護師として就職し、力量を高めた後、保健師

としての就職を考える者も出てくる。

一方、看護師・助産師・その他志望群の中にも

｢学習過程による志望職種の変化」により、わず

かであるが、最終的な就職先として保健師を選択

した者がいた。本学では、臨地実習が、４年次の

５月まで行われ、その年の６月には保健師採用試

験が始まる。実習後に保健師を志望し始めた学生

にとっては、対策が不十分な中での受験になる。

このような状況においても、保健師志望群の受験

者より、高い合格率を出しているのは、実習をと

おして保健師の職種を理解し、自分との適合性を

熟慮したうえで、より明確な意志を持ち、保健師

としての就職を選んでいるからではないかと推測

される。

以上のことより、【学習期】においては、学生

の進路決定に実習が大きく影響していると考えら

れる。本学では病棟での実習を約５カ月間行う。

学生は実習を重ねるにつれ、コミュニケーション

能力や看護技術、看護計画の立案・実践力などが

高まる自分自身を実感し、看護師として働いてい

けるという自信が徐々に深まっていく。一方、保

健師の実習においては、わずか２週間のしかも見

学中心の実習であり、学生は保健師として働いて

いる自分をイメージできず、他の看護職に進路を

変更していることも考えられる。

本学の地域看護学実習においては、実習市町村

の協力もあり、同伴による家庭訪問、健康教育、

地区踏査・地区診断の実施率は100％である。し

かし、実習期間の短さから、それぞれの学習は結

びつくことなく単独で終わっており、地区診断の

実施から、その地区の健康課題を見出し、その課

題を解決できるような事業を企画・立案し、最後

にその評価をするといったＰDCA（Plan-Do‐

Check-Action）サイクルを用いた実習展開にま

では至っていない。今後は、実習施設とともに実

習のあり方を検討したり、実習と連動した講義・

演習を展開するなど、学生が、保健師の基本的技

術の向上を実感できるような教育プログラムを構

築していく必要がある。また、本学は、2012年

(平成24年）度から、保健師教育の学部内選択制

となるため、早期から、保健師に対してより具体

的なイメージが持てるような識義や演習を行い、

学生が保健師活動の実態を理解したうえで、保健

師教育を選択できるようにする必要がある。
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２）受験決断から受験終了までの【受験期】

保健師を志望している学生の保健師採用試験受

験の断念には、「採用試験（就職）の難しさ」が

影響している。学生の自由記述からは、「採用試

験が難しそうだった｣、「採用人数が少なかった｣、

｢地元での募集がなかった」などの理由が見られ

た。

本学の地域看護学分野では、保健師採用試験に

合格した４年次生が、保健師を志望する１～３年

次生に対して、受験対策や採用試験に関する報告・

発表をする機会を設けている。また、保健師採用

試験合格者には、受験状況について後薙に記録を

残してもらうように依頼し、その記録をファイル

に保管して蓄積し、学生がいつでも見られるよう

にしている。この発表や記録をとおして、前向き

に受験の準備を始める学生がいる一方で、保健師

採用試験の内容や時期、採用数、倍率などを知り、

受験を断念する学生もいる。また、金城は、大学

４年生の進路決定行動における性差において、女

性学生の方が親の希望と就職先が一致する傾向に

あると述べている7)。本学の学生においても同様

の傾向にあり、親の希望もしくは親の事を考えて

地元を選ぶ学生が見られ、実際にほとんどの学生

が地元に就職している。学生は、地元での就職を

志望するが、タイミング良<志望する地元の自治

体の募集があることは稀であり、その結果、保健

師としての就職を断念していると推測される。

受験が始まってからも、「採用試験（就職）の

難しさ」は学生の進路再考に影響を与える。本学

生の多くは、まず６月の都道府県および政令市の

採用試験を受け、約4割の学生が合格する。不合

格だった約6割の学生の中には、「看護職としての

キャリアアップ」を考え、まずは看護師として勤

めることを選択する学生が出てくる。また、受験

を続けても、なかなか合格が決まらない学生もい

る。看護師・助産師志望の学生は、９月頃にはそ

の大半が就職先を決める中、保健師志望の学生は、

９月中旬に市町村の採用試験を受け、その結果が

出るのは１１月下旬～12月上旬であり、友人達の就

職先が決まっていくのを見て、不安になったり、

保健師採用試験を受け続けることがつらくなった

りして、看護師へ進路を変更する学生もいる。

以上のことを踏まえ、【受験期】においては、

｢採用試験（就職）の難しさ」によって、保健師

としての就職を断念する学生が出ないように支援

する必要がある。保健師を志望している学生に対

しては、早期から採用試験に対する心構えを持っ

てもらい、モチベーションを維持できるように精

神的なサポートも必要だと考える。現在行ってい

る採用試験合格者の体験発表や受験状況記録は、

学生が、採用試験の実際を理解し、受験自治体・

施設に合わせた対策を立てるのに有効であるが、

受験が間近になった３年次生の利用が主なため、

ｌ年次生からの利用を促していく。また、少なか

らず都市部の自治体からも求人訪問が行われてお

り、地元志向の学生に対しては、都市部への就職

も念頭においた就職活動を提案し、そのことに対

する保護者の理解も促していく必要があると考え

る。受験が開始してからは、就職が決まらず不安

や焦りを持つ学生もいるため、その都度相談に応

じ、一緒に受験の振り返りを行ったり、次回の試

験に向けての準備や心構えを助言し、出来る限り

希望する就職ができるように支援していくことが

求められる。

３）卒業後に保健師の就職を考える【卒後期】

保健師志望群のうち約２割は、将来保健師とな

ることを考えて、卒後すぐは看護師としてキャリ

アを積むことを選んでいる。また、４期生のみの

調査であるが、約４割の学生は、将来、保健師と

して就職することを考える可能性がある。この中

には、看護師・助産師・その他志望群も含まれて

おり、これら学生は、【学習期】に保健師として

の就職も考えるようになったり、保健師の資格を

得たことで、就職の選択肢の一つとして考えてい

ることが推測される。この調査は、４期生のみの

実施であるため、次年度も調査を継続し、その背

景もみていく必要がある。また、既卒者で保健師
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として就職した者に対して、どの時期に保健師へ

の転職を考えるようになったのかを聞き取ること

で、【卒後期】における意思決定のプロセスが明

確になると考える。

卒業後に保健師としての就職を志望する者に対

しては、卒業後も就職について相談できる窓口を

学内におき、募集状況についての情報提供や、合

格者体験発表会への参加、受験状況記録の閲覧を

勧めていく。また、現在、保健師として就職して

いる卒業生と、保健師としての就職を志望する在

校生・卒業生との情報交換も、就職支援として効

果的だと考える。そのためには、卒業生とのネッ

トワークづくりが求められ、その方法については、

今後、検討していきたい。

２．本研究の限界と今後の研究への示唆

今回の調査は、すべての学生の回答が得られて

いないため、本学の正確な就職状況を反映してい

ない。また、入学時に志望していた職種と最終的

に就職先として選んだ職種が変更した理由を、学

生に回答してもらったが、記述式であったため、

抽象的な内容にとどまったことは否めない。学生

への面接調査により、どのような場面でその職種

に魅力を感じたのか、採用試験のどのような点が

難しいと思ったのかなど、具体的な情報を得るこ

とで、今後の教育や就職支援に、より活かされる

と考える。今後も本調査を継続し、2012年（平成

24年）度からの選択制における保健師教育や就職

支援に活かしていきたいと考える。
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